
参考例１ 

春に咲く野草たち（観察した日：平成 22 年 4 月 18 日（日）と 4 月 24 日（土）。2

日とも晴，観察場所：江戸川河川敷と我が家のまわり） 

   

セイヨウタンポポ 

ヨーロッパ原産の帰化植

物。西洋（ヨーロッパ）タ

ンポポの意味である。西洋

では食用にするらしい。 

カラスノエンドウ 

他の花には黒いアブラム

シがたかっていた。めしべ

はやがて真っ黒なさやに

なる。 

ヒメオドリコソウ 

ほとんどの花は終わって

いた。下の方は花びらが落

ちていた。名前は，姫踊子

草の意味。 

   

ノヂシャ 

小さく，うすい青色の花が

江戸川の土手沿いに数多

く見られた。ヨーロッパ原

産の帰化植物。野生のチシ

ャの意味がある。 

オオイヌノフグリ 

春によく見かける植物の

一つ。うすい青色が美し

い。ヨーロッパ原産で，明

治初期に日本に帰化した。

ハルジオン（ハルジョオ

ン） 

ピンク色の花びらが美し

い。ヒメジョンは，茎が詰

まっているが，これは中

空。名前は，春紫苑の意味。

   

タチイヌノフグリ 

オオイヌノフグリの花の

ミニ版。可愛い花を咲かせ

る。ルーペで観察するとよ

い。 

キュウリグサ 

もむとキュウリそっくり

のにおいがする。花は小さ

い。 

アカツメクサ 

シロツメクサより大柄で，

草丈も高い。シロツメクサ

より一足早く咲いていた。



参考例２ 

   

ナズナ（ペンペングサ） 

花の中のめしべをルーペ

で観察するとハート型で

かわいい。ペンペングサ

は，三味線のバチの意味。 

スズメノカタビラ 

イネ科の植物。カタビラ

（帷子）とは一重の着物の

ことをいう。雀の帷子の意

味。 

ジシバリ（イワニガナ） 

タンポポによく似ている

が違う植物。タンポポもこ

れと同じキク科。茎が地面

にはりついているので地

縛りの意味がある。 

   

ヘビイチゴ 

赤い実をつける。漢名「蛇

苺」は人間が食べず，蛇が

食うものという意味だそ

うだ。 

カタバミ（スイモノグサ）

もうすぐ花を咲かせるこ

とでしょう。漢名「酸い物

草」は酸味があるところか

らつけられた。 

ムラサキカタバミ（キキョ

ウカタバミ） 

南アメリカ原産の多年草。

観賞用に輸入されたもの

が野生化したらしい。 

   

タチツボスミレ 

道ばた，山道，森の中など，

どこでも見られる。直射日

光のあたらない所に咲い

ている，きれいなスミレ。 

 

ギシギシ 

大きくまっすぐに立って

いる。ギシギシの名はもと

京都の方言らしいが意味

は不明である。 

オランダミミナグサ 

ミミナグサという名は，葉

がネズミの耳によく似て

おり，若い葉は食用になる

からだそうだ。日本名は

「オランダ耳菜草」。 

 



参考例３ ナズナ 

先端は花が咲いていま

した。下の方はハート

型のめしべがしっかり

成長し，果実となって

いる。上にいくほど若

いめしべとなってい

る。 

１本の太い根（主根）とそ

のまわりに細い根（側根）

がありました。 

双子葉類の特徴です。 

根元の葉は枯れていま

した。 

ロゼットといって地面

に広がった葉です。 
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